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重
点
（
二
）
相
談
窓
口
の
開
設 

長
寿
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
一
人
暮
ら
し
や
、
高
齢
世

帯
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

福
祉
事
務
所
を
構
え
る
事
は
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
専
用
携
帯
電
話
を

購
入
し
代
表
者
が
常
時
携
帯
（
民

生
委
員
）
す
る
方
向
で
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
内
容
は

新
年
度
に
発
信
い
た
し
ま
す
。 

以
上
二
項
目
を
新
年
度
継
続
事

業
と
並
行
し
て
推
進
し
て
参
る
所

存
で
す
。 

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も
・

一
般
住
民
の
皆
様
が
世
代
間
交
流

等
福
祉
事
業
に
一
人
で
も
多
く
の

方
が
参
加
し
、
住
み
な
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
た
い
仲
間
づ
く
り

を
、
共
に
高
め
合
う
地
域
に
、
一

歩
で
も
前
進
す
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。 

福
祉
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
地

域
住
民
の
皆
様
、
本
年
も
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

「
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
一
年
」
に
成

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日

頃
は
福
祉
活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援

ご
協
力
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

さ
て
、
平
成
三
十
年
度
よ
り
五
ヶ

年
計
画
で
第
四
次
福
祉
計
画
が
ス
タ

ー
ト
し
早
や
九
ヵ
月
を
迎
え
ま
す
。

平
成
三
十
～
三
十
一
年
度
重
点
二
項

目
を
掲
げ
推
進
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

重
点
（
一
）
加
茂
・
南
花
屋
敷
地

域
「
ふ
れ
あ
い
・
支
え
合
い
・
つ
な

が
り
合
い
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事

業
の
展
開
。
進
捗
状
況
は
現
在
福
祉

委
員
対
象
に
、
進
め
方
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
や
十
六
地

区
自
治
会
長
様
と
懇
談
会
を
実
施
中

で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
度
（
年
号
改

名
）
か
ら
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た

具
体
的
な
指
標
を
目
指
し
て
推
進
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

加茂小地区福祉委員会運営資金の一部として、平成 30年度川西

市社会福祉協議会会員会費を 16 自治会通して納めて頂いた金額

￥649､150 円×60％（還元率）＝389､490 円（昨 406､590）が補助

金として加茂小地区福祉員会に還元されました。又歳末助け合い

運動（共同募金）にご協力頂き￥85､000 円（昨年度実績より）の

助成金を頂いています。これらは各自治会福祉餅つき大会・ふれ

あい交流事業に充当し地域の皆様に還元しています。地域の皆様

一人でも多くの方にご協力頂ければ、幸いに存じます。地域の皆

様感謝申し上げますと共に、これからもご支援よろしくお願い申

し上げます。  加茂小地区福祉委員会 委員長 藤田喜志夫 
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平成 30 年 12 月 4 日（火）に福祉研

修会で京都市市民防災センターへ防災

体験学習に行ってきました。参加人数

は 47 名、バスはほぼ満席でコミュニテ

ィ会館を出発しました。約 1 時間で防

災センターに到着。 3 班に分かれて映

像、強風、地震、避難、消化などのプ

ログラムを組み合わせます。モニター

の模擬火災を消化したり、実際に 32 メ

ートルの強風を受けたり、震度 4～7 の

横揺れや、ホテル火災をリアルに再現

した真っ白い煙の中を避難するなど、 

普段経験できない事を体験することによって疑

似体験であるとわかっていても恐怖を感じるも

のでした。こうして防災に関する知識を習得し

て、災害発生時の備えがいかに重要かが確認でき

る大変貴重な経験でした。 
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 加茂小学校区コミュニティ推進協議会 

会 長  尾野上 一夫 

新年あけましておめでとうございます。 

福祉委員皆さまにおかれましては、健やか

に新春をお迎えのこととお喜び申し上げま

す。日頃からコミュニティ活動の推進に多

大なるご支援とご協力を賜り、心から感謝

申し上げます。 

さて、川西市の地域分権制度の下、コミ

ュニティと地区福祉委員会は、加茂小学校

区のまちづくり、安心づくりに取り組んで

いる両組織として「少子・高齢化」「自然災

害」への備えるための連携は今後益々必要

になってきます。 

両者の役割は「後期地区別計画」「地区福祉

計画」の下、其々活動を行っています。 

今後は、福祉ネットワーク会議を通じて皆様

のご意見等を積極的に拝聴させて頂き、情報

の共有化を図り、互いに補完しあう関係を築

き、地域活動を実践していきましょう。 

また、昨年 7 月に開設したコミュニティホー

ムページを活用して、地区福祉委員会情報を

発信して下さることを願っています。                 

今年は未年です。「安泰」で「平和」であり

ますようご祈念申し上げ新年のメツセージと

させて頂きます。 

 
加茂小地区福祉委員会 

副委員長 大田 正 

 

＊常に正しい行いをしましょう 

＊隣の人と仲良くしましょう 

＊自らの知識や能力を社会のために惜し 

みなく差し出しましょう 

＊まじめに楽しく働きましょう 

＊それぞれの役目を果たしましょう 

＊向上心忘れず自らを洗練させましょう 

＊家族や隣人、故郷、自然など衣食住の 

すべて感謝しましょう 

＊どんな状況に陥っても朗らかに明るく受と

めましょう 

＊ケチケチせず、気前よくふるまいましょう 

＊相手の立場に立って寄り添いながら生きて 

いきましょう 

《ささやかな頑張りを、見てくれ励ましてくれ 

る人がいる。いつかあの人のようになりた

い。その願いを続けて今、福祉というフイル

ードに立っている。支え合い、応援し合い、

先人の残して頂いた知恵を学び生かしてい

きたいものだ》 
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11 月 22 日、65 歳以上のお一人暮らしの高

齢者を加茂幼稚園にお招きし、園児とのふれ

あいサロン会が民生委員児童委員のお世話の

下、開催されました。可愛いい園児達の元気

な歌声を聴かせて頂き、コマ回し、お手玉、

折り紙等昔遊びを子供達と一緒に楽しまれま

した。昔を思い出しながら園児に優しく接し

ておられるお姿に、ほっこりした気持ちにな

りました。それから、マジシャン「そうた」

さんのマジックを皆で観せてもらいました。

若くてかっこいいお兄さんの「そうた」さん

は、見事な手さばきで、次々とカラフルなハ

ンカチを出したり､「アッと驚く」マジックを

披露され皆さん大喜びでした。 

子ども達と手遊びしたり肩をトントン叩き合

ったり沢山のふれ合いがあり、会食、団欒、

ゲーム等楽しい一日 

を過ごされました。                

4 月に加茂こども園 

に移るため加茂幼稚園 

での最後の催しとなり  

ました。 

した。 

子供達が楽しみにしていた夏休み工作づ

くり、当日まで具体的に何を作るのか知ら

されていなかったので、親子でワクワクし

ながら行きました。体育館の中に入ると竹

細工、ダンボール工作、折り紙コーナー、

そして人形作りコーナーまであり、洋服の

色や髪の毛の色を選ぶのに迷う女の子達

の姿がとても可愛らしかったです。 

ダンボールに絵を描いたり、シールを貼

ったり本格的な時計作り、たくさんのコー

ナーがある中で、先ずは何からしようと迷

いながらも其々が次から次へと色々な作

品を作り上げていき、小さな子供から大人

までもが集中する姿がたくさんありまし

た。あっという間に時間が経ち、自分で作

った作品を大切に持って帰る姿が微笑ま

しかったです。準備など大変だったと思い

ますが各講師、ボランティアの皆様有難う

ございました。夏休みの最後にとてもいい

思い出が出来ました。 

10 月 26 日（土）加茂フラワ会・花花タンポポ・

地域の方 14 名で一路箕面の滝へ。当日はハイキン

グ日和、箕面の駅を降りて人・人・人、沢山の人、

周りは日本人・外国人おなじ顔で分からない。滝ま

で 2.7ｋｍ、いろいろ分からない言葉が飛び交う。

英語・中国語・韓国語は聞けば分かる。でもベトナ

ム・マレーシア・インドネシア・タイ・フイリーピ

ン分からない言葉。今は東南アジア、皆顔は同じ。

今は世界中から観光で日本に来る。  

竜安寺前広場で昼食。皆で食べれば美味しい。私

は滝まであと 1ｋｍでリタイヤ。皆は滝まで。箕面

名物は紅葉の天ぷら。帰りに紅葉の天ぷらを買いに

どの店も売り切れ。時間は午後 2 時でも、どのお店

も天ぷらを揚げている。聞くと「この天ぷらは明日

の売る分」「売ることが出来ない」と。私は無理を

言って 3 個買うことが出来ました。ほっとして皆さ

んと一緒に楽しく帰路へ。来年はもっと沢山の方々

に参加して頂きたいと思います。 
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毎週水曜日、午後「誰が来るかな」と顔を

思い浮かべながら「カフェ憩い」へ出掛けま

す。途中Ａさんと出会い「行く？」。道すが

ら「ここが出来て良かったわ」「日中誰とも

話さない日があるねん」「ある。ある・・・」

いつもの目印・緑の旗・カフェの文字。ドア

を開けると珈琲のいい香り。スタッフの明る

い声「いらっしゃい」。入口の一輪挿しには､

さりげなく「椿の花」。部屋を覗くと「ここ

空とるよ」とＢさん。たわいのない話をして

いる間にも、ボチボチ人が集まって来ます。     

私が住んでいる南花屋敷一～四丁目の方は

殆ど知りませんでした。 

二年前「カフェ憩い」が出来、通うように

なってから、回を重ねるうちに「お顔」と「名

前」が一致するようになりました。スーパー

や道でお会いした時も親しくお声を掛けて

頂いています。地域の沢山の方との繋がりが

出来、何より嬉しいです。私にとって「カフ

ェ憩い」は大切な居場所になりました。これ

からも継続して頂けることを望みます。 

 

 

第二拠点は旧ふたば幼稚園を会場に第

二水曜日、月一回行っています。参加者は

若手から高齢の方まで幅広く参加頂いて

います。人気はスポーツ系でスローイング

ビンゴや囲碁ボールなど体力に応じて動

けるのが魅力です。マジックショーや民謡

も盛り上がりました。塗り絵、はり絵、折

り紙では個人、団体作にそれぞれ頑張りま

した。スリーＡでは固くなった脳や体を川

西体操、きんたくん体操と共にほぐしてく

れました。お茶会では珈琲やおやつを頂き

ながら談笑に花が咲きました。 

笑顔で帰って行かれる姿を見送り、嬉し

く思い、スタッフ一同助け合いながら、小

さな輪が地域へと広がって行く喜びを抱

きました。 

 

～ひろばサロン会に携わって～ 
 

～居場所「カフェ憩い」住民の声～ 


